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-3豊富に

県
下
綜
合
で
も
第
1
位

傭
照
明

ω
間
関
茨
城
県
消
勝
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会

茨
城
県
と
県
消
間
協
会
共
催
の
第
話

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
波
大
会

は
、
本
年
度
は
県
下
全
市
町
村
が
競
伎

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
県
内
日
地
区

に
別
け
て
地
区
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
大

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
町
消
防
団
で
は
去
る
3
月
7
円

に
水
戸
市
で
行
な
わ
れ
た
東
茨
域
地
区

大
会
に
、
本
年
度
の
競
技
出
場
当
番
分

団
で
あ
る
第
2
分
間
(
小
沼
国
太
郎
分

団
長
以
下
担
名
)
が
出
場
し
ま
し
た
o

競
授
に
は
第
2
分
団
え
り
抜
き
の
、

倉
田
実
班
長
以
下
6
名
の
精
鋭
が
選
手

と
し
て
参
加
、
日
頃
の
訓
練
の
成
田
唱
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
水
戸
市
ほ
か

6
町

3
村
の
選
手
を
お
さ
え
、
綜
合
得
点
、

(
酬
満
点
)
の
う
ち
制
点
と
い
う
抜

鮮
の
成
積
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
こ

の
成
績
が
如
何
に
世
間
い
得
点
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
各
地
区
第
3
位
ま
で

の
必
市
町
村
の
平
均
得
点
が
加
点
と
い

う
こ
と
で
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
o
こ
の

結
果
、
県
下
回
市
町
村
の
綜
合
で
も
第

1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

消
防
団
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。出

場
選
手

大
洗
町
消
防
団
第

2
分
団

指

揮

者

倉

田

実

班

長

-
番
員
檎
山
臣
可
分
団
員

2
H
H

関
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沼
地
油
税
七
地
方
道
路
税
が
、
液
化
石
油
一
揮
発
油
、
燈
一
油
、
経
油
、
重
油
、
潤
滑

ガ
ス

(
L
Pガ
ス
)
に
は
、
石
油
ガ
ス
一
油
、
石
油
ガ
ス
な
ど
が
製
警
れ
ま
す

税
が
あ
り
ま
す
o
そ
し
て
燃
油
に
は
池
一
が
、
こ
の
う
ち
揮
発
油
は
主
と
し
て
向

方
税
と
し
て
将
油
取
引
税
が
か
か
っ
て
一
動
占
甲
府
燃
将
に
閉
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

い

ま

す

。

一

ま

た

、

行

油

精

製

や

石

油

化

学

製

品

そ
こ
で
、
口
動
市
卓
一
持
っ
て
い
る
人
一
の
制
尚
道
の
際
発
生
す
る
液
化
行
油
ガ
ス

に
か
か
わ
り
の
あ
る
税
金
の
う
ち
、
溜
一
一
は
、
最
近
、
ガ
ソ
リ
ン
に
か
わ
っ
て
向

税
に
つ
い
て
説
明
し
卓
点
し
よ
う
o

一
動
唱
燃
料
七
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま

③

物

品

税

一

ず

。

賃
金
属
鎚
品
、
ゴ
ル
フ
用
品
、
ピ
ア
一
衛
鷲
油
に
対
し
て
は
開
設
活
納
税
及
び

ノ
、
乗
用
内
動
事
な
ど
、
主
と
し
て
、
一
地
方
道
路
税
が
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
対

し
ゃ
し
性
、
娯
業
性
、
便
益
性
な
ど
の
一
し
て
は
石
油
ガ
ス
税
が
か
か
っ
て
お
り

高
い
物
品
に
か
か
る
税
金
で
す
o

一
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
税
収
は
、
す
べ
て

乗
用
白
川
動
曜
の
納
税
義
務
省
は
製
造
一
道
路
整
備
の
財
源
七
し
て
使
用
さ
れ
て

者
で
、
税
額
は
製
造
場
か
ら
の
移
出
悩
一
い
ま
す
。

俗
の

mM加
が
待
遇
策
用
什
動
唱
、
日
%
一
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
は
揮
発
油

が
小
刑
巳
汗
通
一
梁
用
自
動
車
と
な
っ
て
い
一
を
製
造
場
か
ら
移
出
す
る
と
き
に
製
造

去

す

。

一

半

白

が

納

め

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

③
内
勤
市
重
畳
税
一
税
率
は
一
日
リ
ッ
ト
ル
当
り
、
揮
発
泊

道
路
運
送
事
両
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
税
が
二
九
円
二
O
銭
、
地
方
道
路
税
が

倹
査
を
受
け
る
向
動
事
や
ム
車
両
落
口
ザ
の
一
疋
円
一
二
O
銭
で
、
合
計
一
二
問
円
十
九
O
銭

指
定
を
受
け
る
略
行
動
唱
に
は
、
そ
の
一
と
な
っ
て
い
ま
す
o

電
設
に
応
じ
て
か
か
り
ま
す
o
一
ま
た
、
石
油
ガ
ス
税
は
、
液
化
石
油

納
税
義
務
省
は
内
勤
曜
の
使
用
者
で
一
ガ
ス
ぞ
丙
動
事
柄
行
油
ガ
ス
湾
穏
に
充

税
率
は
内
勤
棋
の
ほ
分
や
電
電
に
応
じ
一
て
ん
し
て
、
移
出
す
る
み
一
ぎ
に
そ
の
充

て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
納
税
は
南
下
倹
又
一
て
ん
者
が
納
め
る
こ
と
ち
な
っ
て
い
ま

は
届
出
に
際
し
原
則
と
し
て
門
動
唱
蚤
一
す
o
税
率
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
吋
り
、

目
明
日
間
印
紙
ぞ
一
納
付
書
に
は
り
つ
け
て
係
一
品
七
円
任
。
銭
(
一
リ
ッ
ト
ル
苛
り
、

運
事
務
所
や
即
時
内
勤
唱
検
査
協
会
の
窓
一
九
円
八
O
銭
)
と
な
っ
て
い
ま
す
o

口
に
提
出
し
て
納
め
る
こ
さ
に
な
っ
て
↑
水
一
戸
税
務
署

い
ま
す
o

一

つ

三

九

三

ω四
二
一
一

な
お
、
こ
の
内
動
市
電
一
議
税
は
、
市

町
村
の
道
路
悠
備
の
財
源
三
し
て
、
税

収
の
4
分
の

1
椙
吋
額
が
譲
与
さ
れ
ま

す。③
衛
官
沼
油
税
、
地
方
選
路
税
及
び
行
油

ガ
ス
税

石
油
の
橋
製
過
慢
で
、
原
油
か
ら
は

助
金
七
し
て
六
百
花
会

P

万
円
串
)
計
ト

L

し

た
o閣

老

人

福

祉

一

老
人
医
療
無
料
化
は
年
を
追
い
そ
の
一
確
定
巾
告
の
訂
況
は
ぷ
寸
す
ぐ
に
U

対
象
が
舷
が
り
、
老
人
の
健
康
符
理
に
一
手
続
ぞ
い
た
し
去
し
よ
う
。

寄
守
し
て
い
る
が
本
年
霊
右
人
医
療
費
一
所
得
税
の
縫
定
申
告
に
間
違
い
が
巧

江
子
同
百
八
三
万
円
の
う
ち
附
負
担
分
一
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
き

七
し
て
九
百
一
四
万
円
ぞ
計
上
し
た
o

一
O

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、

制

児

愛

福

祉

一

還

付

ぞ

受

け

る

税

金

が

多

い

』

)

と

が

鬼
童
手
当
の
支
給
に
よ
る
家
計
負
担
一
判
っ
た
と
き
は
、
「
修
正
申
宵
」

の
軽
減
、
保
育
所
の
措
置
児
蜜
に
対
す
一

O
税
金
ぞ
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
選

る
保
育
料
の
軽
減
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
一
付
を
受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が

費
用
と
し
て
九
百
八
同
万
円
を
計
k
し
一
判
っ
た
青
山
き
は
「
安
正
の
請
求
L

た
o

一
O

縫
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

同

医

療

福

祉

一

い

人

が

忘

れ

て

い

た

た

め

申

告

し

し

O
才
児
、
重
度
心
身
湾
官
庁
者
、
所
得
一
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
「
期
限
後
巾

限
ぞ
受
け
る
老
人
等
の
医
療
費
無
料
化
一
宮
」
ぞ
、

に
伴
な
う
年
間
医
療
費
支
弁
額
と
し
て
一
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
書
等
の

千
二
百
三
六
万
円
の
う
ち
町
負
担
分
、
戸
二
用
紙
は
税
務
署
に
用
怠
し
で
あ
り
ま

し
て
六
百
一
一
二
万
円
を
一
計
上
し
た
。
一
す
o

制
保
健
セ
ン
タ
i
の
建
設
一
お
判
り
に
な
ら
な
い
こ
士
が
巧
り

地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
を
図
る
う
一
去
し
た
ら
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

え
で
、
定
内

γ経
演
診
告
や
疾
病
予
防
一
ぃ
。
水
一
戸
税
務
署

母
子
健
度
等
の
指
事
や
相
談
を
曳
け
ら
一
つ
コ
九
二

ω問
二
一
司

れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
巧
る
o
そ一

の
た
め
本
年
度
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
一
。
自
動
翠
と
税
金
。

タ
i
(鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
宮
、
一
行
動
唱
は
わ
だ
く
し
た
ち
の
生
活
の

削
が
)
を
佳
設
す
る
が
そ
の
事
業
費
と
一
中
に
深
く
は
い
り
こ
み
、
安
さ
に
モ
ー

し
て
瓦
千
万
円
卓
」
計
上
し
た
。
一
タ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
時
代
で
す
o
こ
の
内

矧

幼

児

教

育

一

動

唱

は

ん

話

時

代

に

対

応

す

べ

く

、

道

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
就
閤
堤
防
金
一
路
な
ど
の
社
会
資
本
を
充
た
さ
せ
る
た

制
度
を
採
用
、
公
私
会
せ
て
七
ベ
庁
円
一
め
、
円
動
市
に
は
多
く
の
税
金
が
か
か

の
う
ち
一
般
財
源
か
ら
尺
一
巧
円
を
計
一
っ
て
い
ま
す
。

と
し
た
o

一
国
税
と
し
て
は
物
品
税
、
内
勤
市
毒

同

学

校

教

青

一

直

税

が

巧

り

、

地

方

税

、

乞

し

て

内

勤

唱

教
育
胞
設
相
官
備
事
業
と
し
て
磯
浜
小
一
取
得
税
、
自
動
事
税
、
経
向
動
事
税
が

学
校
に
軍
内
運
動
場
(
鉄
骨
2
階
建
周
一
巧
り
ま
す
。
ま
た
、
内
動
曜
の
燃
料
で

げ
)
を
、
南
中
学
校
に
陪
技
場
(
鉄
骨
一
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
に
は
、
国
税
と
し
て
衛

平
日
時
建
川
げ
)
を
そ
れ
ぞ
れ
建
設
す
る
」

日
明
内
運
動
場
は
信
設
費
一
億
一
二
百
占
一

尺
万
円
の
う
ち
一
般
財
源
か
ら
同
千
九
一

百
九
四
万
円
、
格
技
場
は
千
七
百
五
九
一

万
円
の
う
ち
一
般
財
源
か
ら
問
百
四
九
一

万
円
霊
寸
出
土
し
た
o

こ
の
ほ
か
小
中
学
一

校
教
育
教
問
調
閣
と
し
て
七
百
九
七
万
円
一

符
理
的
備
品
開
置
と
し
て
一
二
百
九
九
万
円

学
力
向
上
対
策
費
、
教
職
員
研
究
費
、

特
別
教
育
活
動
費
と
し
て
百
ベ
一
-
一
万

円
、
出
抑
的
学
習
参
加
費
、
研
究
発
表
及

び
各
種
体
育
大
会
出
場
開
閣
と
し
て
百
七

O
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
土
し
た
。

業
の
生
産
物
に
対
す
る
需
要
は
ま
ず
ま
一
備
工
事
、

6
件
、
千
五
百
万
円
、
舗

す
場
大
す
る
傾
向
に
あ
る
o
し
か
し
沿
一
装
工
事
、
日
件
、
一
一
千
一
一
一
百
六
一
万

岸
海
域
に
お
け
る
資
源
、
あ
る
い
は
漁
一
円
、
改
良
工
事
(
夏
海
日
号
線
)
、

場
環
境
の
変
化
、
従
事
者
の
老
令
化
、
一
一
一
一
百
二
万
円
、
全
上
地
滞
整
備
工
事

流
通
等
の
諸
問
題
が
あ
り
、
そ
の
生
産
一
八
百
四
九
万
円
、
計
五
千
二
三
万
円

高
に
は
大
き
な
伸
び
も
な
く
停
滞
ぎ
み
一
を
計
上
し
た
。

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
一
樹
公
営
住
宅
の
整
備

べ
く
、
漁
港
の
繁
備
充
実
、
「
取
る
漁
一
昨
年
度
に
引
き
つ
づ
き
本
年
度
も

業
」
か
ら
「
つ
く
る
漁
業
」
へ
の
転
換
一
松
ケ
丘
住
宅
の
建
替
工
事
を
四
千
五

な
ど
こ
れ
ら
の
問
題
に
力
ぞ
注
ぎ
た
一
百
四
一
二
万
円
で
行
な
う
が
こ
の
う
ち

い

。

一

町

の

一

般

財

源

で

ら

八

百

八

二

万

円

引

漁

獲

共

済

制

茂

一

を

計

上

し

た

。

過
去
3
年
間
の
水
揚
げ
平
均
の
別
一
同
ご
み
焼
理
炉
と
塵
芥
処
理
機
管
理

%
を
下
廻
っ
た
と
き
に
、
そ
の
剖
%
一
人
伎
宅
の
慾
設

ま
で
壱
基
準
と
し
て
保
証
す
る
制
度
一
ご
み
焼
却
炉
は
二
ヶ
年
継
続
事
業
と

で
、
そ
の
助
成
金
と
し
て
八
五
万
円
一
し
て
総
工
事
費
二
億
円
で
行
な
う
。
本

を

計

上

し

た

。

一

年

度

は

八

千

万

円

で

こ

の

う

ち

一

般

財

団

大

洗

港

建

設

機

嫌

一

一

線

よ

D
千
六
百
四
O
万
円
を
計
上
し
た

事
業
負
担
金
と
し
て
一
一
一
一
億
円
の
二
管
理
人
住
宅
は
総
工
費
三
百
四
O
万
円

五
%
、
四
千
五
百
万
円
を
計
上
し
た
」
で
伺
耐
の
木
造
住
宅
を
新
築
す
る
。

制
港
潟
区
域
内
率
繰
食
担
金
一
同
町
営
墓
地
公
閣
の
新
設

港
湾
区
域
内
諸
工
事
負
担
金
と
し
一
町
営
嘉
一
一
地
の
拡
張
に
つ
い
て
は
昭
和

て
一
一
一
百
八
五
万
円
を
計
上
し
た
。
一
必
年
、
別
区
画
の
完
成
を
み
た
が
、
こ

同
浅
海
噛
殖
感
磯
一
れ
ぞ
更
に
拡
張
す
る
た
め
の
調
査
設
計

縫
同
民
放
流
の
為
の
浅
海
増
殖
事
業
一
震
と
し
て
百
五
O
万
円
を
計
上
し
た
。

と
し
て
事
業
費
百
六
万
円
の
V

月
二
一
ニ
樹
上
水
遊
謬
機

五
万
円
を
計
上
し
た
。
一
昭
和
幼
年
度
、
那
珂
ヱ
水
援
興
配
分

3
地
域
の
育
成
の
先
め
一
に
よ
り
千
六
百
ト
ン
の
取
水
権
を
確
保

の

基

盤

整

備

一

し

た

が

、

こ

の

負

担

金

と

し

て

二

吉

川
山
都
市
開
発
等
地
域
振
奥
針
甑
一
五
O
万
円
、
第
三
次
拡
張
工
事
認
可
申

都
市
開
発
等
地
域
振
興
計
画
に
関
一
議
設
計
費
と
し
て
百
五
O
万
円
の
計
五

す
る
調
査
研
究
活
動
費
及
び
総
合
計
一
百
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
裸
出
し
、
更

商
審
議
会
活
動
費
と
し
て
百
六
一
一
万
一
に
双
葉
町
配
水
本
管
布
設
工
事
費
と
し

円

を

計

上

し

た

。

一

て

千

六

百

五

O
万
円
を
計
上
し
た
。

出
都
市
計
画
3
等
3
類
的
号
線
一
閉
山
居
防
防
災
体
制
の
整
備
と
交
通
安

(
本
年
度
工
事
分

1
大
洗
神
社
大
潟
一
金
体
策

関
前
か
ら
港
湾
ま
で
、
巾
間
同
お

R
一
防
水
貯
水
槽
建
設
工
事

3
基
、
間

延
長
蹴

m)
改
良
、
橋
装
工
事
町
負
一
百
五
O
万
円
う
ち
一
般
財
源
九
八
万
円

担
金
と
し
て
千
百
万
円
を
計
上
し
た
」
消
防
ポ
ン
プ
自
動
事
及
び
本
部
事
購
入

閣

商

機

と

観

光

一

護

八

百

四

七

万

円

う

ち

一

般

財

源

三

百

商
工
会
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
二
六
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
o

の
助
成
金
百
万
円
、
東
光
台
園
地
整
一
道
路
標
識
等
の
設
置

備
計
商
事
業
工
事
盟
国
五
百
万
円
を
計
一
待
問
団
道
路
際
識
、
道
路
照
明
、
道
筋

上

し

た

。

一

一

反

射

鏡

、

道

路

区

画

線

、

防

犯

灯

等

の

設
置
費
と
し
て
五
百
五
万
円
を
計
一
上
し

た
o

地方議与税 0.6% (1.0%) 

自動車取得税交付金0.6%(0.7%) 

分担金及び負担金 1.2% (2.8%) 
財産収入 1.0% (3.3%) 

そ の 他 0.5% (0.6%) 

(2) 第 70号

ー
農
業
の
振
興

出 ?i;年間iii議機畿勺叫i時間i111桔
iiii辺:FledtiEii長 六51iifi刊誌昔日i
ozfF委員 oj弓iZ 27 員 ~II そ舘内訳li:註署長 j 皆同聖富男っ

援活 空童 話出21 』書 空機雪宮台当時臼量点著書で

¥." 品つあおお

)は前年度

犬の室電い主t1 、ず

哀の雪審査守りましょう
1Ir.1 

孟~
由飼い犬は毎年 I @登録しなければなりません

登録料は3日目円です

国狂犬病予防註射は必ずしましょう

毎年 2回(春，秋)定期集合注射を実施します

注射料(集会注射)は l回640円 Y
}です

注射済薬交付手数料は l回 60円 J

今回より注射料金が変わりましたのでご協力下さい

鑑札，注射済票は必ず首輪につけましょう f

直犬の放し飼いは禁止されています

放し飼い犬による日交傷事故や，田畑9 家畜に対す

る被害が増えていますので，必ずつないで飼いま

しょう f

0犬の飼育表示は見易い場所にはりましょう

。公濁や道路に犬のふんはさせないよえにいたしま

しよう

o捨て犬は野犬のもとです

しい購費えです
iま説、ず盛時iましょう

ヰ
生
活
環
境
の

整
備
と
推
進

的
桜
滋
地
区
土
地
ぽ
一
一
幽
整
備
率
繰

土
地
の
効
率
的
利
用
を
囲
内

J

、

快

適

一

教

育

の

向

上

な
住
環
境
づ
く
h
u
を
す
る
た
め
、
桜
道
一
川
社
会
禰
祉
協
議
会
の
法
人
化

地
区
に
区
画
整
理
事
業
を
行
な
っ
て
い
一
老
人
対
策
、
年
金
制
度
、
医
療
制
度

る
が
、
本
年
度
事
業
費
一
億
三
千
九
百
一
な
ど
の
福
祉
醸
宗
福
祉
優
先
の
ス
ロ

万
円
の
う
ち
一
般
財
源
か
ら
二
千
五
百
一

l
ガ
ン
の
も
と
に
着
々
と
悠
備
さ
れ
つ

万
円
を
計
上
し
た
。
一
つ
あ
る
が
を
に
住
民
参
加
の
組
織
活
動

倒

町

遂

の

整

鎌

一

を

通

じ

て

福

祉

事

唱

の

向

L
喜
図
る
た

住
民
と
密
接
な
つ
な
が
D
を
も
っ
町
一
め
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化
を
行
な

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
排
水
溝
整
一
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
担
金
及
び
時
間

5
社
会
福
祉
の
充
実
と

腐工費1.7%(1.7%) 

予備費 2.2%(0.1) 

議会費 2.2%(2.4%) 

経犬病iま恐
登録ど

昭和50年 4月25日

2
水
産
業
の
振
興

近
年
に
お
け
る
消
費
生
活
水
準
の
向

上
は
食
生
活
の
高
度
化
、
多
様
化
の
傾

向
ぞ
強
め
て
お
り
、
水
産
物
と
D
わ
け

争
中
高
級
魚
貝
類
を
中
心
と
し
て
沿
岸
漁



れ
か
ら
も
頑
張
る
グ
二
戸
川
ゴ
パ
九
九
日
品
目
百
四

日
大
洗
高
校
生
金
一
七
位
ぺ
一
け
れ
に
寸
間
四
日

県

知

事

よ

り

選

奨

さ

品

目

一

地

域

の

ボ

ラ

ン

テ

什

ア

と

し

て

ま

た

、

夜
学
青
少
年
の
社
会
参
加
が
叫
ば
れ
選
奨
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
一
チ
ビ
ッ
子
の
良
き
姉
さ
ん
、
兄
さ
ん
と

い
る
今
日
、
地
域
子
ど
も
会
の
よ
き

m
や
し
て
お
わ

J

ま

サ
ブ
リ
i
ダ

ー

と

し

て

活

躍

し

て

い

る

す

o
今
後
共

在

学

青

年

グ

ル

ー

プ

で

あ

る

大

洗

高

校

青

少

年

育

成

生

会

(

会

長

関

根

俊

之

)

が

、

去

る

二

関

係

者

の

方

月

十

五

日

茨

城

県

優

良

子

ど

も

会

育

成

々

を

は

じ

め

組

織

と

し

て

茨

城

県

知

事

よ

り

選

奨

さ

地

域

の

み

な

れ

ま

し

た

。

さ

ま

方

の

暖

大

洗

高

校

生

会

の

グ

ル

ー

プ

は

、

昭

か

い

ご

支

援

和

四

十

六

年

に

結

成

さ

れ

て

以

来

、

町

ご

指

導

を

お

子

ど

も

会

育

成

連

合

会

等

と

連

携

ぞ

は

願

い

い

た

し

か

り

な

が

ら

、

地

域

子

ど

も

会

の

レ

ク

ま

す

o

リ
ェ

l
シ
ョ
ン
指
導
を
中
心
に
、
学
生

H
H

ち

生

活

の

充

実

性

を

め

ざ

し

な

が

ら

、

レ

同

町

ク
リ
ェ

i
シ

ョ

ン

指

導

技

術

の

研

修

会

、

協

に

持

或
い
は
、
地
域
美
化
運
動
へ
の
参
加
等

M
4
1
喜

諸

々

の

活

動

を

行

な

い

相

互

析

さ

ん

こ

吋

蜘

努

め

、

地

域

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

|

引

川

践

と

し

て

そ

の

功

績

が

認

め

ら

れ

県

知

事

&

昭 和50年 4月25日

?芦福島

丸四四

大
洗
町
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
出
来

た
の
は
昭
和
三
十
九
年
で
し
た
o
活
発

な
活
動
を
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
で
、
こ
こ
数
年
間
は
お
休

み
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
o

こ
れ
か
ら
の
大
洗
町
を
、
そ
し
て
日

本
を
背
負
っ
て
立
つ
青
少
年
を
育
て
る

1
l
i
-
-‘
I
I
l
l
i
-
-
l
t

た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
ボ
ー
イ
ス
カ

き
を
す
ご
し
、
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
一
ウ
ト
ぞ
復
活
し
て
欲
し
い
、
と
い
}
コ
希

一
方
育
成
者
の
懇
談
会
も
行
な
い
、
一
望
が
、
町
民
の
中
か
ら
出
て
来
ま
し
た

今
後
の
子
ど
も
会
活
動
面
で
の
よ
り
良
き
一
の
で
、
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
中

肖
成
に
つ
い
て
話
が
法
9
み
、
と
く
に
高
一
心
と
な
っ
て
、
相
談
を
重
ね
ま
し
た
、

校
生
会
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
い
よ
い
よ
ご
の
五
月
か
ら
再
出
発
す
る

お
別
れ
に
当
白
、
子
Y
Z
也
同
志
、
握
手
を
一
一
事
に
な
り
ま
し
た
o

し
な
が
ら
今
後
の
交
際
を
約
束
し
合
い
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
育
て
て
い
く
た

宿
舎
の
玄
関
前
で
別
れ
を
お
し
み
ま
し
た
o

れ

ま

し

た

。

一

こ

の

親

睦

会

は

、

子

ど

も

遠

の

心

に

上
尾
市
の
代
表
、
大
洗
町
の
代
表
が
一
深
い
感
銘
を
与
え
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
上
尾
市
よ
り
大
洗
町
一
の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
こ

及
び
子
ど
も
会
へ
記
念
樹
(
つ
ば
き
、
一
と
で
し
ょ
う
。

け
や
き
)
の
贈
呈
、
子
ど
も
会
員
の
記
一
な
お
、
こ
の
交
歓
会
に
磯
浜
、
祝
町

念
品
交
換
が
あ
り
、
続
い
て
大
洗
高
校
一
地
区
育
成
会
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

供
会
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
ぺ

l
一
各
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
ぞ
い

プ
サ
l
ト
、
ゲ
l
ム
等
楽
し
い
ひ
と
と
一
た
た
き
心
よ
幻
偉
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し九Bっあお

一埼玉県上尾市子ども金

大洗闘T子ども会交歓会一

お

三
月
二
十
九
日
、
筒
玉
県
上
尾
市
の

子
ど
も
会
員
一

O
O名
と
、
大
洗
町
の

子
ど
も
会
員
一

0
0名
が
、
白
い
砂
浜

に
波
が
打
ち
返
え
す
情
震
洋
々
と
し
た

大
洗
海
岸
で

一
同
に
会
し
、

親
睦
の
つ
ど

い
が
開
催
さ

楽しかった交歓会のひととき

第 70号(3) 

者

擁
撲
の
献
監
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

重
い
病
気
や
大
き
な
ケ
ガ
な
ど
で
苦
一
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
献
血

し
ん
で
い
る
人
々
の
尊
い
生
命
を
守
る
一
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

だ
め
の
輸
血
用
血
液
の
需
用
は
、
交
通
一
で
ふ
る
っ
て
と
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

事
故
等
の
抽
出
加
に
よ
り
急
速
に
多
く
な
一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
o
大

洗

町

で

は

病

床

に

一

記

あ
り
血
液
ぞ
必
要
と
す
る
方
々
に
少
し
一
一
、
献
血
円
五
月
十
日

ω

で
も
手
助
け
す
る
た
め
に
大
洗
ラ
イ
オ
一
午
前
九
時
j
十
一
時

一

(

受

付

)

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
御
協
力
ぞ
い
た
だ
き
次
一
午
後
一
時
j
四
時

の
日
程
で
移
動
献
血
車
が
ま
い
り
ま
し
て
寸
場
所
曲
松
公
民
館

、圏、
mvi

i
 

園

a
m
h

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

め
に
は
、
優
秀
な
指
導
者
と
有
志
の
方

の
後
援
が
必
要
で
あ
り
ま
す
o

こ
し
)
ち
ゃ
か
す
(
哨
弄
す
る
)
ぬ
く

い
(
暖
か
い
)
わ
れ
(
汝
)
が
し
ゃ
っ

大
洗
の
人
々
の
一
言
葉
も
近
時
急
速
ぱ
(
叶
筑
紫
)
か
ま
か
っ
ち
ょ
(
か
ま
き

に
標
準
語
化
し
、
現
在
で
は
殆
ん
ど
り
)
ょ
っ
ぱ
ら
(
飽
く
ま
で
)
そ
ば
え

中
央
と
変
り
が
な
く
な

υま
し
た
0

(

甘
え
る
)
そ
べ
る
(
仮
寝
す
る
)
ね

こ
こ
に
明
治
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
ん
ね
(
小
児
)
む
く
る
(
剥
る
)
お
つ

の
巾
か
ら
少
し
捨
っ
て
見
ま
し
た
。
け
(
汁
)
お
主
ら
(
火
)
く
だ
け
(
唾
)

悠
々
何
千
年
か
流
れ
の
中
で
で
き
た
い
や
し
ん
ぼ
(
く
い
し
ん
ぼ
)
ま
じ
く

言
葉
で
す
o
玉
行
出
浪
で
す
が
・
:
(
態
口
)
ふ
だ
(
た
く
え
)
こ
っ
べ

ぎ
ら
凪
(
風
な
く
静
か
な
海
)
か
く
さ
い
(
利
巧
者
ぷ
る
)
て
っ
こ
に
お

だ
ち
(
に
わ
か
雨
)
い
な
さ
(
巽
風
リ
刊
日
日
川
河
川
川
河
刊
刊
刊
リ
什
日

車
問
の
風
)
ほ
し
く
そ
(
流
川
)
な
「
〕
弘
高
齢
札
関
蹴
鞠
内

ら
え
(
乾
風
北
西
の
風
)
ま
か
た
(
北
寸
/
齢
制
F

L

/

一
世
風
)
の
ら
(
耕
地
)
は
ま
ぞ
い
(
坤

一
一
風
雨
西
の
風
)
お
き
げ
(
艮
風
北
県
い
な
い
(
ゅ
う
こ
と
を
き
か
な
い
)
で

一
一
の
風
)
な
だ
(
岸
近
く
の
海
)
な
ま
つ
ば
ぎ
(
一
三
行
の
無
遠
慮
な
者
)
あ
え

一
一
(
海
の
波
)
な
ぐ
ろ
(
同
上
)
の
つ
ぶ
(
歩
く
)
き
ど
こ
ろ
ね
(
仮
寝
)
き

叩
か
る
(
乗
る
)
お
ち
る
(
降
り
る
)
び
ち
ょ
う
(
鼻
須
)
ぢ
ん
ざ
ま
(
祖
父
)

一
…
い
た
め
る
(
苦
め
る
)
は
だ
け
る
ば
ん
三
(
祖
母
)
お
か
た
(
曹
と

一
一
(
広
げ
る
)
ほ
え
た
れ
る
(
泣
く
)
う
ら
い
(
後
妻
)
お
っ
ち
ゃ
ん
(
父
)

一
一
め
ん
ば
(
飯
槌
)
ぼ
ん
く
ら
(
機
転
お
っ
か
(
母
)
い
れ
し
う
戸
入
主
人
)
均

一
一
の
き
か
ぬ
こ
と
)
ボ
ツ
タ
(
漁
師
の
っ
ち
え
(
祖
父
)
な
か
ま
(
親
戚
)

一
一
一
沖
着
)
と
わ
(
戸
外
)
ち
ん
と
(
少
句
か
た
も
ち
(
短
気
)
あ
し
こ
(
足
跡
)

一
一
一
、
献
血
の
で
き
る
方

川
年
令
満
十
六
才
か
ら
六
十
五
才

ま
で
の
方

ω血
液
比
重
一
、

O
五
二
以
上

ω体
重
一
男
子
間
十
五
匂
女
子
同
十

出
来
る
だ
け
多
く
の
ポ

i
イ
を
集
め

た
い
の
で
す
が
、
制
約
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
募
集
は
、
小
学
校
六
年
生

だ
け
で
二
十
同
名
と
い
う
事
に
な
り
ま

し
た
o
学
期
始
め
に
小
学
校
を
通
じ
て

御
案
内
を
走
し
上
げ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
何
か
と
い
う

説
明
会
は
、
同
月
二
十
日
の
日
曜
日
午

後
二
時
か
ら
、
曲
松
の
公
民
館
で
、
映

画
と
お
話
し
を
致
し
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
り
た
い
方
、

父
兄
の
万
、
後
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
上
、
御
出
席
下

さ
い
。応

募
締
切
り
は
四
月
末
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
教
育
委

員
会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

べ
ろ
(
舌
)
お
わ
し
(
銭
)
ぼ
で
い
(
か

つ
ぎ
か
ご
)
つ
ん
つ
る
て
ん
(
短
い
衣

服
)
お
ま
ん
ま
(
飯
)
い
け
ず
き
(
灯

色
)
ど
ち
(
自
由
ど
ん
)
き
ら
く
(
物
に

し
う
着
し
な
い
)
や
け
が
お
き
る
(
心

が
い
ら
だ
っ
)
う
ら
や
)
ゅ
う
(
あ
い
て

が
守
口
お
う
と
す
る
こ
と
を
ゅ
う
)

消
立
百
が
濁
音
に
な
り
や
す
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
o
カ
キ
(
柿
)
ぞ
カ
ギ
、
ュ

キ
(
雪
)
ぞ
ユ
ギ
、
キ
ク
(
菊
)
を
キ

ユ一一一日

グ
、
ナ
ッ
、
ア
キ
(
夏
秋
)
を
ナ
ゾ
、

ア
ギ
等
。

ヒ
と
シ
が
ま
ち
が
い
や
す
い
。
ヒ
ガ

、
ン
(
栄
)
を
シ
ガ
シ
、
ヒ
カ
ル
(
光
る
〕

を
シ
カ
ル
、
ヒ
ト
(
人
)
を
シ
ト
、

イ
1
4
エ
が
変
幻
や
す
い
o
イ
ス
(
裕

子
)
エ
ス
、
イ
ヌ
(
犬
)
エ
ヌ
等

ヘ
を
ち
ん
一
発
育
し
て
、
「
点
へ
行
く
」

串
」
「
史
さ
一
行
く
」
等

勾

以

上

の

方

な

ら

な

い

。

リ

人

近

桜

水

戸

市

へ

の

大

型

ω前
回

の

採

血

か

ら

一

ヶ

月

以

上

経

屈

の

相

次

ぐ

進

出

で

、

そ

の

圧

迫

ぞ

受

過

し

て

い

る

方

一

二

百

川

一

一

卜

問

日

け

て

い

る

商

底

街

の

悩

み

、

父

或

い

は

そ
の
他
採
邸
前
に
医
師
が
健
康
診
断
一
束
指
導
員
、
県
庁
絶
好
雲
市
課
一
一
一
名
、
街
の
中
ヘ
ス
ー
パ
ー
が
出
て
く
る
様
な

の
上
、
可
否
を
決
定
い
た
し
ま
す
o

一

町

役

場

二

名

会

会

場

に

は

約

百

心

名

望

主

。

4
1
1
i
i
l
i
-
-争
t
i
t
-
-
一
の
研
修
人
が
集
合
さ
れ
た
o
約

四

時

閉

そ

う

い

っ

た

問

題

点

ぞ

合

せ

て

、

街

一

"

一

に

一

旦

っ

て

大

洗

町

の

商

庖

街

診

断

の

結

の

中

の

業

者

は

協

力

し

て

、

ど

う

す

れ

一

一

一

一

果

争

発

表

さ

れ

、

二

一

心

頁

の

診

断

報

主

、

い

の

か

、

と

い

う

大

事

な

化

事

が

一

船

舶

糊

職

員

法

、

が

…

一

密

警

が

渡

託

、

一

同

感

激

を

し

、

又

出

来

、

そ

の

椙

談

の

目

襟

と

な

る

こ

ん

一

一

一

部

酸

正

位

一

一

首

五

宿

命

を

さ

え

感

じ

ざ

る

帯

魚

な

ど

の

診

断

の

教

問

客

、

有

難

く

考

え

て

一
容
り
議
ず
し
た
…
一

J
U十
も

昨

年

五

月

よ

り

そ

の

診

断

い

U
U商

工
課
え
街
玉
三
共
に

一
一
こ
の
た
び
の
船
舶
殿
内
貝
涯
の
一
一
一
の
方
向
に
つ
い
て
予
定
を
立
て
、
商
辰
一
通
じ
え
各
一
家
陛
の
商
品
の
購
入
状
況
一
労
力
を
惜
し
ま
ず
、
お
互
の
発
展
の
為

一
一
部
改
正
に
よ
り
、
昭
和
一
初
年
5
月
一
一
会
民
の
協
力
を
得
て
街
中
の
定
通
旦
一
零
一
を
調
査
し
て
貰
っ
た
。
一
に
協
力
し
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
一
訪
日
現
在
で
、
職
業
と
し
て
総
ト
一
一
十
一
時
間
調
査
し
、
又
県
の
方
が
曹
と
今
一
定
一
百
う
ま
で
も
な
く
国
鉄
腿
向
線
一
い
九
一
考
え
て
い
る
。

一
一
ン
数

5
ト
ン
未
満
の
動
力
付
小
型
二
一
の
な
ら
び
方
を
研
究
し
た
。
一
の
開
通
が
五
三
年
に
見
込
ま
れ
て
い
る
一
へ
大
洗
町
商
工
会

J

一
一
紛
の
船
長
の
職
務
を
行
な
っ
て
い
一
一
一
方
自
の
学
校
と
近
隣
の
学
校
生
壁
中
心
と
し
た
計
画
も
し
な
け
れ
ば
一
/
会
長
山
戸
光
雄
下

一
一
た
者
に
対
し
て
、
一
定
の
条
件
を
ニ
h
1
H
H
R
H
-
B
P
R
R
E
H
H
H
P
R
H
1
1
H
h可

毎
月

H
H
H
H
E
R
-
H骨
骨

t
H
H
B
1
9
H
R
R
B
R
H

一

…

も

っ

て

海

抜

免

状

が

無

試

験

で

交

ニ

息

簡

勝

目

作

業

臨

時

岡

県

大

奮

闘

一

塾

塾

麟

欝

鱒

離

二
付
さ
れ
ま
す
o
該
当
さ
れ
る
方
は
一
一
ノ
イ
i

i

で

』

，

』

J
2
M
l

一
総
鱒
灘
溜
繍
翻
翻
蟻
鱒
鱒
鰯
錦
織
盛

一
一
来
る
5
月
出
H
ま

で

に

関

東

海

運

…

一

県

立

大

準

間

関

殺

の

整

地

工

事

終

る

一

騒

騒

騒

騒

騒

騒

騒

一

一

口

同

那

珂

湊

支

局

に

認

定

手

続

き

を

一

一

一

繍

機

鱗

機

織

機

購

機

盤

機

騒

繍

繍

灘

崎

一
一
し
て
下
さ
い
。
二
昨
年
同
月
、
町
民
待
望
の
う
ち
に
開
一
な
っ
て
懸
命
に
工
事
を
す
す
め
、
予
定
一
時
鴨
川
札
糾
織
騒
騒
麟

一

一

』

♂

一

一

伐

と

な

っ

た

県

な

大

洗

高

校

の

整

地

工

一

通

り

去

る
3
月
6
Hに
完
成
し
ま
し
た
一
ノ
ハ
ぶ
成
総
議
機
線
総
繍
翻
謹

一

一

昨

込

一

…

一

事

は

一

昨

年

5
月
第
1
期
工
事
長
一
畑
山
7
Hは
施

設

学

校

長

よ

記

長

に

引

一

機

げ

機

騒

欝

感

齢

一…

i
;札

号
、
路
一
一
矛
一
一
舎
建
設
地
)
と
し
て
陛
上
自
衛
隊
勝
旧
一
義
す
式
典
が
関
係
者
の
出
席
の
も
と
一
一
機
種
鱒
議
機
騒

…

f

原
伸
陸
騨
小
調
隣
組
苧
J
二
一
施
設
学
校
教
導
大
隊
作
業
隊
に
よ
っ
て
一
に
高
校
校
舎
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
o

一

機

ぬ

い

ぬ

蹴

鞠

藍

鱗

翻

盤

一

…

二

一

位

向

二

起

工

足

つ

い

で

第

2
期

工

事

(

運

一

こ

れ

で

童

工

事

は

全

部

完

了

し

ま

一

問

機

機

構

一
一
下

f

d

鍾
百
二
動
場
)
が
昨
年
6
月
に
冠
成
、
引
き
つ
一
し
た
が
、
伐
さ
れ
だ
挺
壁
工
事
(
土
留
一
議
綴
織
織
機
機
織
織
内
総
繍
欄
畿

一

一

/

ノ

ヤ

ザ

ニ

づ

き

本

年

の

1

品
目
υ第
3
期
工
↑
工
事
)
を
済
ま
せ
て
、
県
に
引
き
継
ぐ
一
ふ
麟
齢
鞠
私
騒
齢

一

一

一

一

一

事

(

野

球

場

)

に

着

工

、

一

誌

の

厳

中

島

γ

て
)
と
に
な
り
ま
す
。
永
い
問
、
真
剣
に
一
十
字
一
鱗
饗
織
機
パ
畿

i
l
e
-
-
i
l
l
i
t
-
-
:ニ
の
中
で
、
し
か
も
粘
査
の
多
い
惑
条
王
一
零
し
て
下
さ
い
ま
し
た
、
作
業
隊
一
ふ
震

J

ぷ
γ繍

機

i
l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
一
件
な
地
質
ぞ
克
服
し
、
木
下
一
一
一
尉
を
隊
一
口
壱
は
じ
め
、
日
衛
隊
幹
部
の
方
々
の
一
し
上
げ
、
大
洗
高
校
の
限
り
な
き
発
展

よ
け
い
な
耳
目
を
加
え
る
o

あ
っ
た
士
長
と
す
る
同
名
の
作
業
隊
口
が
¥
丸
と
ご
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
信
一
議
っ
て
止
み
ま
せ
山
J

ら
も
ん
(
可
惜
物
あ
た
ら
も
の
)
や
一
一

;14441414141守

j
o
l
t
j
j
j
j
j
j
j
j
j
i
-
-
i
j
j
i
l
l
-
i
j
j
j
j
l
i
t
-
-
;
4
4
1
4
1
4
1

ぎ

っ

ぱ

い

(

焼

灰

)

の

ら

き

こ

一

町

営

松

ケ

丘

住

宅

一

也

6
戸
2
棟
の
苦
言
践
す
る
こ
と

ん

ね

(

姉

)

等

…

一

一

に

な

っ

て

い

ま

す

o
頃
に
今
後
、
住
宅

警
が
転
化
す
る
o
あ
と
ふ
き
(
広
一

8
戸

完

成

一

問

題

に

霊

的

に

と

り

く

む

た

め

、

住

祝
あ
と
ほ
き
)
し
じ
め
(
川
町
し
じ
み
)
一
一
町
常
住
宅
の
入
居
希
望
者
は
奈
川
と
一
た
も
の
で
2
様
か
ら
な
り
ま
す
o

ま
だ
一
宅
団
地
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

き
る
(
来
る
)
ね
え
る
(
煮
え
る
)
一
一
し
て
競
争
率
一
昌
三
住
宅
不
足
の
間
一
今
年
度
は
第
穏
簡
易
耐
火
山
岳

2
階
一
て
い
ま
す
o

め
め
ず
(
み
み
ず
)
て
の
ご
い
(
手
一
一

拭
)
む
る
(
漏
)
す
ま
(
隅
み
)
ひ
ぼ
一
一

(
級
ヒ
モ
)
ば
っ
ち
(
末
子
)
等
山
一

三
円
葉
の
終
り
に
あ
る
資
が
つ
き
ま
一
一

す
。
「
嫌
や
だ
」
を
「
嫌
や
だ
わ
い
一
一

「
そ
う
だ
」
を
「
そ
う
だ
ね
し
、
そ
一
一

う
だ
わ
い
」
等
o
行
し
の
唄
に
山
一

磯
の
沢
一
辺
の
こ
と
ば
の
は
し
に
や
一
一

コ
し
、
ね
し
、
だ
し
、
が
い
、
一
一

が

ら

、

た

ん

べ

ぞ

(
浜
こ
う
録
、
郷
土
大
観
弘
也
容
考

に
し
た
o

大
久
保
生
)

道
一
塁
溝
州
同
国
可
鰻

改
良
工
事
着
々
と
進
む

松
川
中
部
の
梅
原
簡
席
前
か
ら
成
川

部
終
点
官
通
り
原
研
外
周
道
路
に
結
ぶ
町

一
道
夏
海
刊
号
線
の
改
良
工
事
が
地
一
応
関

一
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
着
々
と
進
め
ら

一
れ
て
い
ま
す
o
こ
れ
は
原
子
力
胞
設
地

一
世
情
的
治
備
街
路
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
て

題
を
な
げ
か
け
て
い
ま
す
o
附
で
は
こ
一
い
る
も
の
で
、
巾

れ
に
対
応
す
べ
く
、
年
次
計
阿
阜
」
樹
て
一
口
七
m
延
長
一
、

て
町
併
任
宅
串
佳
設
じ
て
い
ま
す
が
、
一

A
O
O
m
(
完
全

判
ヰ
度
分
と
し
て
松
ケ
丘
に
簡
易
耐
火
一
舗
装
道
路
)
、
総

出帆治
2
附
也
、

8
一
戸
が
去
る
3
汀
3
1
一
一
事
業
費
は
七
千
万

に
完
成
し
ま
し
た
o
こ
れ
は
町
一
円
松
ヶ
一
円
に
及
び
、
現
在

丘
任
宅
の
池
山
内
工
事
と
し
て
行
な
わ
れ
一
約
七
O
%の
進
渉

率
ぞ
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
が
完
成

す
る
ん
1

国
鉄
鹿
島
線
潤
協
駅
周
辺
整
備

地
尽
か
ら
削
岸
道
路
を
経
て
完
白
バ
イ

パ
ス
に
つ
な
が
る
根
幹
道
路
と
な
り
、

地
域
産
業
の
振
興
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



第
二
保
育
所
二
、

0
0
0円
一
で
育
て
た
「
は
ま
な
す
抽
出
木
」
(
一
年
一
白
に
で
き
た
し
楽
し
い

4

時

も

あ

っ

て

、

お

申

込

み

を

し

て

く

だ

さ

い

0

0

夜
や
す
む
と
き
は
、
つ
と
め
て
外
を

第
一
一
一
保
育
所
一
七
、

0
0
0円
一

j
問

年

木

)

約

三

百

十

併

を

町

ヘ

寄

附

さ

一

わ

か

め

@

あ

ら

め

等

大

量

に

採

ゥ

た

と

記

明

る

く

、

内

を

踏

く

し

て

戸

締

h
y
を
も

附

で

は

こ

の

寄

附

金

を

も

と

に

し

て

一

れ

ま

し

た

。

小

沼

さ

ん

は

、

戦

後

の

苦

一

き

は

獲

物

を

股

み

の

の

よ

う

に

休

に

淫

令

、

婦

人

学

級

の

目

的

う

一

度

確

か

め

ま

し

ょ

う

。

オ
ル
ガ
ン
一
一
一
台
@
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
一
し
い
時
大
洗
の
人
遠
か
ら
暖
か
い
惟
ぷ
一
ぎ
つ
け
て
揚
々
と
引
き
上
げ
た
時
の
こ
家
ほ
や
社
会
生
活
の
新
し
い
知

O
も
し
盗
難
の
被
害
に
か
ふ
っ
た
と
き

践
諒
僻
ト
ラ
ッ
ク
2
台

分

を

贈

る

一

を

購

入

し

保

育

所

へ

備

付

ま

し

た

。

一

日

射

い

日

川

誌

に

計

百

守

一

引

い

斗

持

品

引

可

話

同

日

間

向

日

日

で

、

生

活

の

長

か

っ

た

寒

い

冬

皇

室

D
、
そ
一
引
出
向
日
刊
行
川
し
て
急
い
で

い
つ
に
な
く
寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
去
一
ま
し
た
o
こ
の
日
連
絡
を
受
け
た
県
内
一

Q
は
ま
な
す
苗
木
三
O
O本
一
町
で
は
、
老
了
八
憩
の
家
に
植
付
け
し
一
も
眼
に
浮
か
ぶ
と
の
事
で
す
o

一
日
華
一
事
変
(
昭
ロ
・

7
・
7
1目
。
一
一
一
、
勉
強
す
る
で
じ
な
も
の
o

よ
吹
く
風
も
爽
や
か
な
、
容
の
一
行
楽
シ
↑
0
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
明
え
て

る
二
月
、
日
頃
さ
び
し
い
日
々
を
送
ら
一
八
十
五
の
施
設
の
職
員
が
早
く
か
ら
セ
一
老
人
憩
の
家
へ
一
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
一
そ
の
頃
そ
れ
ら
疎
開
の
人
々
を
温
か
一
ロ
・

7
)
及
び
大
東
亜
戦
争
(
昭

me
一
町
の
歴
史
ぞ
知
る
o

l

ズ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皮
題
、
一
い
ま
す
o
シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
を
瓦
用

れ
て
い
る
福
祉
施
設
の
お
年
寄
h
u
や
こ
一
ン
タ
l
玄
関
前
で
待
ち
受
け
、
贈
ら
れ
一
旭
村
滝
浜
の
小
沼
武
雄
さ
ん
は
、
畑
一
し
ま
し
た
の
で
ご
観
賞
下
さ
い
。
一
く
迎
え
た
町
の
人
々
、
小
道
、
役
場
、
一
回
・
?
加
・

?
1什
)
で
戦
没
さ
一
消
費
生
活
ぞ
考
え
る
。
こ
の
季
節
は
ま
た
交
通
事
故
話
回
守
勝

τま
す
と
死
亡
し
た
り
、
精
神
障
害
を

ど
も
た
ち
に
、
海
の
幸
を
賞
味
し
て
も
一
た
し
し
ゃ
も
・
に
し
ん
・
あ
じ
ふ
れ
一
三
十
年
離
の
お
札
一
漁
業
組
合
、
農
業
会
の
人
々
な
ど
に
今
一
れ
た
遺
の
う
ち
、
公
務
扶
助
料
。
遺
一
料
理
講
習
を
す
る
o

ち
な
家
事
狙
う
ア
キ
巣
e

基
地
で
一
起
す
な
ど
、
き
わ
め
て
危
険
で
す
o
お

ら
お
う
1
F
1

大

洗

町

水

産

物

加

工

業

協

一

い

・

ざ

ん

ま

@

だ

こ

・

い

わ

し

・

わ

か

一

一

で

も

深

く

感

謝

し

て

い

る

と

の

こ

と

で

一

族

年

金

@

遺

族

給

与

金

を

受

一

け

ら

れ

よ

一

時

局

講

演

を

聞

く

o

の
暴
力
事
件
・
シ
ン
ナ
ー
遊
び
ゃ
性
巴
一
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
、
シ
ン
ナ
ー
遊

同

組

合

(

小

松

崎

新

太

郎

組

合

長

)

の

一

め

と

つ

ぎ

く

属

さ

れ

る

荷

の

配

一

学

童

謀

関

の

感

描

謝

状

一

す

o

一
い
震
公
務
扶
助
糾
を
受
け
ら
U
一
学
級
生
で
話
し
向
い
芋
る
事
o

罪
等
、
反
社
会
的
な
犯
罪
横
行
す

2
gなく
し
ま
し
ょ
う
。

人
た
ち
が
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
海
産
物
一
分
に
お
お
わ
ら
わ
o
威
勢
の
よ
い
か
け
一
突
然
、
東
京
都
江
戸
川
区
長
か
ら
町
一
ど
を
手
に
入
れ
る
の
が
困
難
だ
っ
た
の
一
戦
後
三
卜
年
、
集
団
疎
開
を
し
て
い
一
な
い
妻
・
子
・
兄
弟
@
姉
妹
・
:
に
対
一
一
二
、
学
留
の
場
所
時
期
で
も
あ
D
ま
す
。
皆
さ
ん
も
次
の
一
O
花
見
や
行
楽
地
図
な
ど
、
人
ご
み
の

を
満
載
し
、
水
戸
市
千
波
の
県
民
福
祉
一
斉
の
中
に
喜
び
の
歓
声
も
交
わ

J

、
ち
ょ
一
あ
て
に
感
謝
状
が
と
ど
き
ま
し
た
。
戦
一
で
こ
の
疎
界
生
活
は
大
変
き
び
し
い
も
一
た
児
童
達
も
、
今
で
は
立
派
に
成
人
し
一
し
、
特
別
弔
慰
金
二
十
万
円
が
支
給
さ
一
公
民
館
や
役
場
な
ど
o

こ
と
や
よ
く
守
り
、
犯
罪
か
〉
h

身
を
守
一
所
で
は
他
人
を
お
ど
し
て
金
口
聞
を
と
っ

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
善
意
銀
行
を
訪
れ
一
っ
と
し
た
魚
市
場
の
雰
囲
気
が
た
だ
よ
一
時
中
集
団
学
童
疎
開
し
て
い
た
時
に
、
一
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
o

一
て
、
社
会
人
と
し
て
各
方
面
に
大
活
躍
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

一
問
、
学
習
H

る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
た
D
、
酒
に
酔
っ
て
週
J

付
人
に
か
ら
ん

九

J
P
I宮
¥

均

一

っ

た

o
今
年
で
三
回
一
回
の
こ
の
日
の
照
一
町
民
の
雪
C

ん
に
大
変
親
切
に
し
て
も
一
し
か
し
生
徒
達
に
と
っ
て
は
、
苦
し
一
を
し
て
い
る
ど
の
こ
と
で
、
き
」
と
に
一
心
当
り
の
遺
族
は
、
役
場
一
厚
生
諜
ヘ
一
年
間
八
回
ぐ
ら
い
O

M

コ
」
す
-
だ
D
す
る
暴
力
事
件
が
抽
出
え
て
妻
す
。

盤

F
長

f
f一
り
も
の
は
金
額
に
し
て
約
百
万
円
、
ぉ
一
ら
っ
た
主
主
主
で
す
o

下

事

ば

か

り

で

は

な

く

、

海

水

浴

は

臼

一

御

同

慶

に

堪

え

な

い

。

哀

の

こ

を

連

絡

下

さ

い

。

一

(

五

月
1
翌

年

二

月

)

/
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i
1七

ヒ
一
暴
力
に
は
恐
れ
な
い
で
、
す
ぐ
警
察
ヘ

議
機
ヘ
(
一
一
川
市

fl一
年
寄
り
ゃ
施
設
関
係
者
か
ら
は
か
喜
一

j
昭
和
十
九
河
川
日
か

i
一

一

日

当

@

老

人

監

嘩

務

課

3
車

整

一

員

没

者

氏

名

遺

族

住

所

氏

名
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iζ
劇

献

血
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居

室
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よ

う

o

滋
噂
¥
¥
一
知
ら
せ
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叫
の
か
福
寿
草
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喜
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一

F
Jす
N
E
C
t
F
F
t開
一

候

福

祉

一

睦

-

額

統

語

C
2謙
一
襲
↑
一
一
一
万
円

2
3
5
0
-

見

学

材

星

空

、

個

人

負

ト

日

L
M世
一

o線
切
に
す
L
め

ら

れ

て

;

主

鱗
j-
一

心

一

て

軒

あ

り

が

と

っ

一

計

品

川

駐

日

空

引

厚

生

課

員

で

行

っ

て

い

た

o
こ

れ

に

よ

り

よ

口

一

国

土

鋪

入

学

級

開

設

の

一

守

口

い

え

あ

り

ま

す

o

人
駒
4
i
一

五

位

れ

れ

で

U
T
Uぃ
日
明

麟
機
織
繍
欄
凡
九
f

h

総
離
轡
一
の
軒
町
立
保
育
所
で
は
、
昭
和
問
十
九
年
一
切
っ
て
勃
千
五
と
し
、
伎
は
そ
こ
を
宿
舎
一
才
ね
た
き
り
老
人
、
一
才
未
満
託
児
、
一
諸
届
出
事
務
が
一
ヵ
所
(
国
保
係
)
で
一
こ
と
し
も
、
教
育
委
員
会
で
は
、
婦
一

O
五

月

十

五

日

ま

で

(

そ

の

一

)

一

き

は

、

近

く

の

運

行

人

や

、

附

近

の

人

野
鱗
鞠
…
騒
鱗
一
度
修
了
児
童
記
念
と
し
て
、
父
兄
よ
り
一
と
も
し
、
食
事
の
時
は
食
堂
に
も
し
て
一
重
度
心
身
障
害
者
、
所
得
制
限
老
人
等
一
で
き
る
こ
と
足
り
ま
し
た
の
で
お
知
一
入
学
警
聞
き
ま
す
o

↑

o
一
一
一
回
以
上
ぐ
ら
い
o
出
席
で
き

O
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
完
全
に
一
家
に
野
菜
め
、
警
察
へ
連
絡
い
た

鶴
返
還
騒
欝
一
次
の
高
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
い
ま
し
た
o

一

の

医

療

襲

撃

葉

、

四

月

か

ら

二

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

一

婦

人

学

級

の

主

な

内

在

、

高

の

一

る

か

た

o

カ
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を
か
け
、
野
近
所
に
一
言
竺
し
ま
し
ょ
う
c
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麟
鶴
麟
鱒
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一
第
一
保
育
所
一
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糧

や

日
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需
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資

な

一

住

民

課

国

民

健

康

保

検

係

に

移

り

ま

し

↑

一

よ

う

な

も

の

で

す
o
ご
希
望
の
方
は
、
一
な
お
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
は
、
町
て
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
一

O
女
性
の
夜
の
一
人
歩
き
は
危
険
で
す
。

か

て

万

従

下

業

と

と

が
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で

以

す
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す

%
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%
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以
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L
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名
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の
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的
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済
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土
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A
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証
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倒

初
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低
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利

戸
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一

利

保

保

利

年

証

証

ご
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資

円

業
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金

投

ご

な

あ

ご

又
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担
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利
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リ

あ

常

水

県

証

一
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担

半

0
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年

保
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年
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保

保

月

叫
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設
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年
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昨
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恥
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合
公
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以
仰
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金

(4) 第 70号

〔
愛
の
ブ
ゼ
ン
ト
〕

施
設
の
お
年
寄
り
に
海
の
幸
を

し屯~ あおお昭和50年 4月25日

の振興を目的として、皆さんのご

相談に応じています。お気軽にご

利用下きい。

大洗町商工会では、広く窓口を開

放して、商工会々員のみならず一

般の中小企業者に対しても商工業

商工業者を対象とした融資制度( 1 ) 

他グ〉そ間期融資の限度資金的使いみち利用

一般の中小企業!運
普通貸付，，，，，"'A ，~ ~. ，=1 

(伽j 人 法人) I設

方るきで融資の種類

5年以内

7年以内

運転
800万円以内|吾川性

長又V闘

金
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資

資
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10年以内1，500万円以内設備資金食品貸付

10年以内1，600万円以内

公害防止施設など

の設備資金、公害

防止事業費の事業

者負担

工場移転に伴なっ

て必要となる設備

資金

省力化に役立つ機
業 i

械設備・

産業安全衛生施設を必要と

する中小企業 !安全衛生施設

家内労働者及び家内労働者 1."
にi自接仕事を委託する委託 I VI~ 

安全貸付|
i者、液化ヌゲス類の製造また i

i防
は販売業、消化惣報または i
避難設備を必要とする中小!などの設備資金

企業
一一斗一一一一一一

0 汚水、騒音などの産業公

害を防止する施設を必要

とする中小企業

言主施安

設色白5A 

10年以内1，600万円以内公害防止貸付

@公害規制区域から工場を

移転しようとする中小企

業

10年 以 内

10年以内

1，500万円以内

内
、
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貸衛環

全h
J旦省力化貸付 1;裂

金貧備
大洗町に於て商工業サーヒ

l設
ス業を 1年以上経官してい

る者で自治金融審査委員会
1;華

の斡旋するもの

50ヵ月以内

5年以内
(~年以上は保証}
付又は有担保 j 

3年以内

200万円以内

金

金

金

資

資

資

転

備

転

自治金融制度

商工貯蓄共済

融 資制度

設
運

貯蓄共済組合に加入してい

るもので、融資斡旋委員会

の斡旋するもの

戦
没
者
の
遺
族
で
公
務

扶
劫
料
・
遺
族
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
遺
族
に

ニ
十
万
円
の
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

年利

3年以内

.300万円以内

200万円以内

/但し運転資金にl
金|

lついては100万円/

金資

資

資

備

転

f藷

小企業者

常時雇用する従業員の数

商業サービス業 2人以下

製造業その他 5人以下
1 ;軍

のもので審査会の斡旋する

もの

主三凡

員又

県内において 1年以上現在

事業を営んでいる中小企業

者

従業員初数が20人以下(小
i設

売業、卸売業、サービス業

にあっては 5人以下)で最

近工業年度の平均利益が

500万円以下である と。

小企業

経営改善資金

中小企業機械

設備貸与制度

内
回
ら
ん
・
婦
人
会
問
ら
ん
等
で
、
お

知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

行
楽

動

労信協の融資制度

申込できる方 資金町内容 融資の限度 貸付利率 返済方法 そ σ、 他

工場では常時雇用従 3万円以上30

業員が 500人以下、そ
1生活資金

万円まで(15
年利率 月賦返済

の他の事業所では常時 万円きざみ)
011回払は貸付金額の10分の 1

雇用従業員が50人以下
(無担保)

(手取月収の
12，00% 11回・ 23回払 023凹払は貸付金額の20分の 1

の職場に一年以上勤務 7倍以内)

し、これからも引続き

勤務しようとする方で 子弟 1人につ

す。(この場合中小企 き10万円以上 在学中は元金措置、

業労働者共済会に加入 2.育英資金 30万円まで 年利率 利息のみ 6月、 12月 貸付は退職金の範間内で退職金が不

することが必要とされ (無担保) (10万円きざ 9.12% ひ払込む。卒業後5 足する場合は、不動産担保を要する。

ております。) み)最高60万 年以内の月賦返済
円まで

50万円以上問 毎月の返済

万円まで(10
10年 18年の月賦返

(貸付金額 100万円の場合)

勤属 3年以上 3.住宅資金 万円きざみ) 年利率 芳iii月賦返済
(有担保) (但し担保物 10.56% 済またはボーナス併

毎月 毎 月|ボーナス時期間

件 価 額 の80
用返済 10年 13，500同 7，0001"1140，0∞円

H %以内)
18年 10，800fIl 4，200円I40，000円

( 2 ) 

今

※ くわしくは商工観光課 (TEL 7-5111) または

大洗商工会 (TEL 6-1711) へお問い合わせ下さい。

遠
く
て
も
明
る
い
道
を
選
ぶ
か
、
家
族

や
友
人
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
一

安
全
で
す
。

(
そ
の
一
一
)

O
お
穏
や
}
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な

い
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
o

「い

っ
ぱ
い
だ
け
」
が
「
も
う
い
っ
ぱ
い
」

一一一
↑
に

ふ
な
る
こ
と
蛍
応
0

「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
、
一
来
る
な
ら
欽
む
な
」
o

酒
酔
い
運

転
は
恥
ず
べ
き
違
反
と
心
得
ま
し
ょ
う
。

o
ス
ピ
ー
ド
違
反
は
安
全
運
転
の
大
敵

道
路
や
交
通
の
条
件
、
天
候
な
ど
に
応

じ
た
安
全
な
ス
ピ
ー
ド
を
選
ぶ
こ
と
こ

そ
、
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
。
無
謀
な
ス

ピ
ー
ド
は
自
分
や
殺
し
、
他
人
を
殺
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
き
そ
い
合
う
よ
h
u
、
ゆ
ず

り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

O
狭
い
道
路
な
ど
で
他
の
牽
と
す
れ
違

う
と
き
は
、
ひ
と
足
先
に
還
を
ゆ
ず
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
以
、
伝
民
心

i
人

の
心
は
不
思
議
に
相
手
に
通
じ
る
も
の

こ
ち
ら
が
好
態
を
見
せ
れ
ば
、
相
手
も

感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
て
く
れ
る

で
し
ょ

5
0
こ
れ
が
人
間
性
と
い
う
も

の
で
、
あ
と
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
あ
た
L

か
い
も
の
が
、
わ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。

本
当
に
よ
い
気
持
ち
で
す
O

か
ゆ
ず
る

は
、
人
の
た
め
な
ら
ず
0

・
お
唱
に
も
郵
便
受
箱
を

だ
い
せ
つ
な
郵
便
物
を
雨
の
降
る
日

も
、
風
の
吹
く
日
も
、
ま
た
お
留
守
の

と
き
も
、
安
全
に
確
実
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
、
郵
便
箱
を
各
戸
に
取

一h
u
付
け
ま
し
ょ
う
。

一
こ
の
受
箱
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

一
は
最
寄
D
の
郵
便
局
へ
ど
う
ぞ
。
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